
【問題提起】第 4 分科会 

患者のための臨床検査 
 
◇運営委員 三谷智恵子（全日赤 成田赤十字病院労働組合） 
      多比良卓志（京都医労連 検査対策委員会） 
      大竹伸哉（済生会新潟病院労働組合） 
      岸上浩子（大阪府結核予防会労働組合） 
 
◇分科会趣旨／問題提起 
 この分科会では皆さんから寄せられたレポート報告と討議を進め、レポートをもとに運営委員が課題

を決めて討論を深めていきます。昨年は新型コロナウイルス感染症のため開催が見送られましたが、一

昨年の課題は「違法当直・夜勤体制」「雇用を中心とした労働条件改善について」「ISO15189 取得」等で

議論することができました。 
働く者の権利・労働条件の改善を考えながら、安心・安全な検査業務を考えていくこの分科会は貴重

な発表の場です。皆さんの職場で起きている問題を共有し、情報交換を行いましょう。また、臨床検査

技師の社会的地位向上も考えていきましょう。是非とも皆さんの日常の経験を報告してください。 
「業務委託」や「違法当直」の問題では、厚生労働省との交渉に結び付けてきた経過もあります。臨

床検査技師としての学習と仲間作りの場として、医療研「患者のための臨床検査」の分科会にあなたも

レポートや政府に対する要求をもって参加してみませんか？ 
新型コロナウイルス感染症で新たな問題が発生した職場も多いのではないかと予想されます。これに

ついても情報共有を図り、解決を目指して行きたいと考えております。 
思いがけない解決へのヒントや新たな挑戦への確信などがつかめる分科会にしていきたいと準備して

います。職場の仲間を誘いあってご参加ください。 
 
◇募集するレポート 

☆違法当直・24 時間勤務体制 ☆各種資格取得と手当 ☆雇用確保 ☆業務拡大 ☆糖尿病教室・

NST・POCT などのチーム医療 ☆ブランチ・FMS などの下請問題 ☆患者接遇 ☆ISO 取得 ☆臨床

検査技師法改正 ☆新型コロナウイルス感染症で発生した職場の問題点 ☆これからの臨床検査・職能

団体などに関するレポートを募集します。 
 
◇分科会運営の概要 

☆レポート報告と討議 ☆課題別討論 
 
◇参加の呼びかけ 
初めての方でも、一人でも気軽に参加できます。それぞれの職場で起きている問題を共有し、情報交

換を行いましょう。自施設の課題について気軽に相談できる場として活用していただければ幸いです。 
 


